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施設取得資⾦の取崩しについて 

１ 概要 
当看護協会の訪問看護ステーション事務所施設取得を⽬的として、平成２３年度から平成

３６年度（令和６年度）の期間で資⾦の積⽴を⾏ってきたが、対象施設を取り巻く状況の変
化に伴い、積⽴計画期間の満了に合わせ「事務所施設取得計画」を中⽌し、これまで積み⽴
ててきた当該施設取得資⾦を取り崩すもの 

 
(１) 事務所施設取得計画  

ア 対 象 施 設  かわさき南部訪問看護ステーション及び向丘訪問看護ステーション 
イ 積⽴限度額  ６，０００万円（３，０００万円×２か所） 

  ウ 積 ⽴ 期 間  平成２３年度から平成３６(令和６)年度までの１４年度間 
(２) 令和６年度末の積⽴額 

  ア ⾦ 額  ５０，７８５，７１１円 
イ 内 訳 

① ２２，９８０，８１１円 
公益⽬的事業から⽣じた剰余⾦ 

② ２７，８０４，９００円 
協会が公益法⼈化以前から所有していた流動資産等 

 
２ 計画終期における対象施設の状況等 

(１) かわさき南部訪問看護ステーション 
経営上の理由から令和５年３⽉末に閉所 

(２) 向丘訪問看護ステーション 
現在の賃貸物件が好条件（家賃が割安、駐⾞場６台分確保）であること等から、現事務

所での事業継続が望ましく移転の必要性は解消 
 
３ 施設取得資⾦積⽴額の取崩し 

上記状況から、当該施設取得資⾦は、事務所施設取得計画期間の満了に合わせ、⼀旦全額
の取崩しを⾏う（令和 7 年 3 ⽉ 31 ⽇付け）。 

 
４ 取崩し後の資⾦の活⽤⽅針 

(１) 新たな積⽴制度への積⽴と新たな計画の策定 
ア 法改正に伴い令和 7 年度から新設された積⽴制度「公益充実資⾦」を活⽤して、取り

崩した資⾦を積⽴て、剰余⾦（２２，９８０，８１１円）の解消を図る 
  イ 今後の施設取得等、「公益充実資⾦」の活⽤計画の策定を可及的速やかに⾏い、必要額

を積⽴てる。 
(２) 上記の積⽴の使途及び必要額等に関する現在の検討状況 

ア かわさき訪問看護ステーションの課題（事務所の狭隘等）解消のため、移転の可能性
を検討し、これに係る費⽤や不動産物件の情報収集を⾏っている。 

イ その他、ＩＴ化の推進、公⽤⾞の買替など将来の公益⽬的に資する事業の検討 


